
Ｖ６．０の新機能 

ODIS-Web のバージョンアップをしました。 

特許調査を行うときに便利なように 

１．分類表と連動した情報を表示できるようにしました。 

２．公報の引用文献、逆引用文献を３世代出力するようにしました。 

３．特許・登録のＣＳＶ出力時に、最新の権利者を出力するようにしました。 

４．更新されたＦＩ、Ｆタームを公報様式以外で表示・出力するようにしました。 

 

これらは、特許庁ご提供の分類データ、審査経過情報（整理標準化情報）を利用した
サービスです。 

１．公報に付与されている分類（ＩＰＣ、ＦＩ、Ｆターム）の記号とその解説を一覧
で表示するようにしました。これにより分類表を見る必要が無くなりました。 

２．表示公報を拒絶理由とした公報（引用文献）を３世代までの一覧表で表示し、連
続 し て 各 公 報 を 表 示 ・ 印 刷 で き る よ う に し ま し た 。             
同様に、表示している公報が引用文献として使用されている公報を３世代まで同
時に一覧で表示するようにしました（逆引用）。 

３．特許公報、登録実用新案公報のＣＳＶ出力で、最新の権利者を出力するようにし
ました。 

４．特許庁からの審査経過情報等の提供により、追加されたＦＩ、Ｆタームは、   
従来は、検索やＣＳＶ出力に使用していましたが、更新された全ての分類を表示
するようにしました。 

  公報様式（全ページ様式、  フロントページ様式）は、発行時のままです。 

 

インストールの詳細については、マニュアル 6 ページのインストールをご覧ください。 

 

  



１．ＩＰＣ・ＦＩ・Ｆターム分類表の表示 

   検索回答画面に、表示されている公報（１件表示の場合で、目次等の複数件表示を除く） 

   のＩＰＣ・ＦＩ・Ｆタームをユーザー様のＰＣの分類表からその内容を出力するものです。 

 

 

 

左に分類記号、その右側に分類の説明を表示します。 

  



２．引用文献の表示 

 

引用文献リストは、「スタイル⇒引用リスト」をクリックすることで表示します。 

第 1 層に当該公報の拒絶理由に使った公報を表示し、 

第 1 層の公報のそれぞれに対する拒絶理由通知があれば第 2 層に、 

更に、第 2 層の公報のそれぞれに拒絶した公報があれば第 3 層に出力しました。 

また、引用文献が特許等になっている場合は、その公報も出力します。 

 

 

 

 

引用文献の表示は、「表示」⇒「引用文献」で表示された全ての引用を表示します。 

  



３．逆引用文献の表示 

   元公報が第 1 層の公報の技術的発想の元となっているもので、 

第 1 層公報は、第 2 層の公報の表示公報が引用文献として使用されている（技術の参考と 

なっている） 

 

 

元公報である特開２０００－１３１６は、特開２００２－７５４０５と特開２００３－７３０９

の居雑理由に使われた公報になっています。最終的結論は別として、これら２件の公報は、元公

報である特開２０００－１３１６と類似するものと考えられます。 

同様に第２層公報は、第１層公報に類似するものと考えられます。 

第３層は、第２層にとなります。 

逆引用公報を表示するためには、「スタイル⇒逆引用リスト」をクリックします。 

逆引用リストに記載されている公報を見るためには、「表示⇒逆引用文献」をクリックします。 

 

 

  



４．ＣＳＶ出力項目追加 

ＣＳＶ出力時点における最新の権利者を出力します。時間の経過により変更となった場合は、新

しい権利者が出力されます。 

 

 


